
鹿児島県　グループホームさつま坊津 評価確定日　平成２７年４月８日

（調査様式１）
１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成２７年３月３１日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

当施設の開設は、平成１８年４月で地域密着型の開始の年でもあった。

　　地域との交流は、開設の準備段階から地区の公民館を借りたことで、開設前

から地域の方々が、福祉介護について相談に来られとても良好な関係が持てた。

更に、運営推進会議の一員でもある自治会長との密な連携や、避難訓練時に

参加される消防団との関係によって、地域への溶け込みがうまくなされてきた。

当ホームの理念にある「地域社会に愛され信頼されるグループホームを創る」に

則したものと言え、集落の行事にも積極的に参加させていただいている。

久志にあるNPO活動法人小規模多機能ホーム尊丘之家とは、普通救命講習等

を合同で計画し、消防署員からの指導を受けたりと、いろいろ面で連携をとりな

がら情報を共有し、双方重要な存在となっている。また、距離的には離れるが、

金峰町に平成25年9月に特別養護老人ホーム和顔施が関連機関として開設された。

施設は、南西に開聞岳を望み風光明媚な所にある。且つ生活環境面として

【評価機関概要(評価機関記入)】 重要な病院や商店が近く、安心して、ゆったりと過ごせる家となっている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】

○ホームは枕崎市との境界近くの、周囲は静かでゆったりとした田園風景が広がり
眼下には果樹や電照菊のハウスが、また遠くには開聞岳等が望める自然豊かな地に
設置されている。国道２２６号に接し枕崎市の中心街に近いため買い物や通院等の
利便も良く、また開設前から地域との交流は密になされ地域の行事への積極的な参
加や地域の人々の来訪が日常的に継続されている。

○管理者及び職員はホームの理念に添って、利用者一人ひとりの尊厳と人格を大切
に、利用者が馴染みの人や地域と触れ合いながら、平穏にその人らしい生活が営め
るように、最善のケアの実践に努めている。日頃から利用者や家族の思いや要望等
の把握に努めており、利用者毎の「人生表」に整理して共有を図り、ケアプランに
反映させてサービスの向上に努めている。

○管理者は、職員の意見や提案・要望等を業務の改善やサービスの質の向上に繋げ
るために、日頃から何でも言い合える雰囲気作りに配慮しており、ケアに関する事
は職員と十分に協議し連携して対応するように努めている。職員の質の向上にも積
極的に取り組んでおり、ホーム内外の研修の受講や職員の資格取得にも細かに配慮
しており、職員のスキルアップへ繋がっている。
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特定非営利活動法人　福祉２１かごしま

ユニット名

4691100012

有限会社グループホームさつま坊津

評価機関名

（電 話）0993-67-2612

自己評価作成日

事 業 所 名 グループホームさつま坊津

法　人　名

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。
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そらのいえ
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり，管理
者と職員はその理念を共有して実
践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう，事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて生
かしている。

外部評価

Ⅰ．理念に基づく運営

3

　地域への顔出し、お付き合いとして地元の
お祭り（赤水祭り、ほぜどん）や集落運動会
に招待いただき、参加させていただいてい
る。婦人会からはクリスマスプレゼントとし
て雑巾をいただいたりしている。また日常的
には、近くの理容店に来ていただいたり、地
域（栗野）の店で買い物をしたりしている。

　利用者各人の尊厳とＱＯＬを保ち、ありの
ままの姿を理解し、受入れる様に常に心がけ
る。更に地域密着型として、地域に溶け込
み、地域に役立ち、地域社会から愛され信頼
されるグループホームを創るという理念を持
ち、毎朝の引継時に理念を復唱し日々再認識
をしている。更に、職員全員が理解できるよ
う会議で具体的な事柄で話し合い職員同士が
共有認識し、それらを基としたホームでの生
活に努めている。

ホーム独自の５つの理念に沿って、利用者の
尊厳を大切に、日々思いやりのあるきめ細か
な支援に取り組んでいる。理念はいつでも確
認できるように、ホールの壁面に法人の方
針・方策と共に掲示してあり、毎朝の引き継
ぎ時には全員で唱和して共通の認識を図り、
併せて月1回開催の職員会議やユニット会議等
で随時、研修や振り返りを実施して、理念の
理解と理念に添ったケアの実践に努めてい
る。

自治会に加入しており、地域の情報は有線放
送等で把握して赤水祭りやほぜ祭り、運動会
等に積極的に参加し、地区公民館には展示物
を出展している。また、施設が主催する敬老
会や開設記念日、クリスマス会等の行事には
多くの家族や地域の人の参加が得られてい
る。日常的には、散歩やドライブ･買い物等に
出かけた際や親戚や近隣の方々の来訪時に地
域の人々と会話したり、野菜等を頂くなど円
滑な交流がなされている。踊りやハーモニカ
演奏等のボランティアや、他の施設職員の研
修、民生委員の施設研修等も積極的に受け入
れており、利用者はこれらの人々との交流を
楽しみにしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

1 1

2

　地域の皆さんに利用者様と会っていただく
のが、最も早く認知症の理解へとつながるの
ではと考え、積極的に集落の行事への参加を
し地域の方々と話ができるようにしている。
また、集落の集会に参加させていただき、グ
ループホームや認知症についての話しをし、
理解を深めさせていただいている。地域の
方々がホームに来られ、福祉・介護保険関係
について相談もされる。

2
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○運営推進会議を活かした取り組
み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を
密に取り，事業所の実情やケア
サービスの取り組みを積極的に伝
えながら，協力関係を築くように
取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

4

　市（本所）の担当者とは、電話で連絡をと
り確認事項や市からの連絡事項、不明な点等
について連携をとらせていただいている。ま
た、支所（坊津）では、介護認定更新、健康
保険の更新等の際の窓口であり、情報交換も
させていただいている。運営推進会議に、支
所職員も参加されているのでグループホーム
の活動も理解していただいていると思ってい
る。

会議は利用者、家族、自治会長、市の担当職
員、社協職員等関係者が参加して定期的に開
催されている。ホームの運営や利用者の現
況、外部評価の結果等の報告がなされると共
に、行事やケアに関する意見交換が行われて
いる。また、会議の中で市担当職員に苦情解
決に関する研修を実施してもらう等充実した
内容になっている。会議の内容は職員にも周
知が図られて業務改善やサービスの質向上に
活かされている。

　　ユニット会議で虐待防止について話し、
関連法に関しても資料を基に学んでいる。更
にインターネットで事例を抽出して、具体的
な例から職員個々の言動や行動について自ら
が振り返り見直して、虐待防止に努めてい
る。理念の遂行へとつなげている。

市担当者には運営推進会議に出席して頂くと
ともに、担当課に直接出向いたり、電話で介
護保険の更新や現況報告、各種の手続きに関
する事及び施設の運営やケアに関する事等の
相談や意見交換を行い、助言や提案を頂くな
ど協働関係が築かれており、これらは利用者
のサービスの向上に反映させている。

7

6

3

5

　　運営推進会議では、利用者様状況と行事
の報告と予定について説明し、意見をいただ
き、会議の内容については翌朝の引継時や、
ユニット会議で報告し前向きに取り組み、利
用者様の支援、グループホーム運営の向上に
努めている。

4

5

　ユニット会議において、高齢者虐待防止の
中で身体拘束について話し、禁止行為等を確
認して拘束しないケアを行っている。日中、
玄関の施錠をすることはない。ただし、安全
確保の面から必要なときに、玄関の感熱セン
サーのスイッチを入れることがある。また、
居室の施錠も、利用者様御自身が安眠のため
鍵をかける方はいるが、施設側で居室の施錠
はしない。

高齢者の権利擁護（成年後見人制度等も含
む）や身体拘束に関する研修をユニット会議
や職員会議等で実施するとともに、毎日の
ミーティング時に積極的に話題にして理解を
深めている。日々の支援の中では、身体や言
葉による拘束を行わないように職員相互で喚
起し合ってケアの質の向上に努めている。外
出したがる利用者には同行して近隣の散歩や
ドライブで安定を図る等、利用者の気持ちを
大切にした暮らしの支援に取り組んでいる。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している。

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている。

9

10

8

6

11 7

　現在、成年後見制度を利用されている利用
者はいないが、権利擁護、成年後見制度につ
いてユニット会議の中で勉強会を行ってい
る。

　代表者、管理者はユニット会議でも、職員
からの話が聞けるよう「検討・その他」の項
目を設け、意見や提案を聞く場としている。
この会議には職員全員が集まるので、多数の
意見が聞け、職員間でもそれらを反芻するこ
とができ、管理者と職員の総体的な方向性の
確認にもなり、グループホーム運営に反映さ
せている。代表者が不在の時は、管理者が職
員の意見も含め報告している。

職員の意見や要望等は、朝夕の引き継ぎ時や
ユニット会議、職員会議での話し合いや、日
常のケアの時や休憩時の会話等で把握に努め
ている。また内容によっては職員個々に合わ
せた声かけや面接を行う等、工夫しながら意
見を収集している。管理者はこれらを業務改
善や利用者へのサービス向上に反映できるよ
うに取り組んでいる。特にケアに関すること
は、職員の意見を十分聞き取り、職員全員で
検討して、質や意欲の向上に繋げている。

　利用契約は、入居前の相談時に説明をし、
疑問点や分からないところがないかお聞き
し、不安がないよう納得していただいて契約
締結へと進めている。説明は、分かりやすい
よう話をさせていただいている。重要事項説
明書に記載の無い新たな加算等については、
文章説明の発送と同意書をいただいて改訂を
行ている。

　利用者様については日常要望等を言われる
ので、それらをお聞きし、検討をして緊急性
のあるものは即時対応している。表現の難し
い方については、包括的に推察又は勘案し対
応させていただいている。また、御家族にお
いては、利用料支払いの来所時や施設行事の
参加の折に御意見・ご希望をお聞きし、内容
によっては御家族からの意見として、運営推
進会議にあげ、検討願い結果を運営に反映さ
せている。

利用者の思いや意見は、声かけや所作の見守
り等で把握に努め、ご家族とは来訪時の対話
や電話、行事終了後の茶話会等で、話しやす
い雰囲気作りを工夫して気軽に意見や要望を
頂くようにしている。それらは引き継ぎ時や
ユニット会議、職員会議等で共有し、十分に
話し合いを行って改善に努めている。結果は
速やかに本人や家族にも報告してケアへの反
映に取り組んでいる。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている。

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取り組みをし
ている

　代表は、管理者から職員の勤務状況につい
て報告を受けたり、直接職員から話を聞いた
りしている。業務だけでなく、職員の心配事
にも耳を傾け、働く意欲の妨げとなる問題に
対応している。また、職員が資格を取るため
に必要な講習会や、希望する研修会に参加で
きるよう勤務調整等を積極的に行っている。
結果資格手当にもつながる。

14

　開設時から他のグループホームとの交流が
なされてきたが、現在、他施設交流として
は、特に小規模多機能ホーム尊丘之家と行き
来している。他のグループホームとも連携を
とり、交流を計画している。また、管理者間
のネットワークで、南さつま市外の地区とも
サービス情報の交換をし、質の向上へとつな
げている。

12

13

　グループホームさつま坊津職員研修計画が
あり、新任者に対する同行の研修、既従事者
の積極的な研修参加を進め、他施設研修も検
討している。また、職員個々の経験に合わせ
外部研修への参加を促し、グループホーム連
絡協議会、地区研修会に管理者、計画作成担
当者等も参加している。組織として、積極的
な研修の参加を勧めている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

　「その時」、必要と考えられる専門科病院
受診をされていない方には、受診を勧めた
り、今まで医療での通所をされていた方に
は、必要であれば継続利用の話をしたりして
いる。病院とも連携をとり、見解が異ならな
いように疎通を図り、必要な支援の見極めに
努め、本人、御家族が安心し納得できるよう
対応している。

　サービスを利用する前から、対象者の問題
行動による生活への影響や御家族の苦労や心
配事をお聞きして問題の共有に努め、信頼関
係づくりの構築を図っている。

　サービスの利用を開始される前に、早いタ
イミングで御本人や御家族にお会いし、不安
に思っていること困っている事等、支援が必
要とされる事について聞き取りをさせていた
だいている。更に情動等の面も合わせてみさ
せていただきながら、本来の性格・病気の症
状をできるだけ理解するように努め、良い関
係を構築するようにしている。この時、一人
ではなく、二人から三人の職員で面談をさせ
ていただいている。利用者の理解は、安心へ
とつながるものと考える。

16

15

17

18

　利用者の心の向き（態度）を察知し、それ
に沿った援助を行う。生きる場として、楽し
い共同生活が送れるよう、蕎麦打ち、餅つき
や利用者が覚えている昔の行事、又は話しで
主役になっていただき、身に刻まれた能力を
発揮していただきながら、一緒に喜んだり、
悲しんだりして過去に思いを馳せながら共に
生活をしていただいている。ホームのお仕着
せとならないように。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を介護される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　

利用前に本人や家族から、生活歴、病歴、地
域の人との交流状況、趣味、嗜好等の聞き取
りを行い人生表に記載して情報の共有を図っ
て、支援に活用している。本人の希望に沿っ
て行事への参加や買い物・外出等への同行、
遠方の家族との手紙や電話による交流など、
馴染みの人や場との関係継続を大切にした支
援に努めている。

19

　御家族には、各行事や誕生会等に参加して
いただくよう御案内し、極力一緒に過ごされ
るよう時を設け、御本人の病気の症状、ホー
ムでの生活をみていただき状況を理解してい
ただき、姥捨て山としない家族の参加を願
い、努めている。ホーム介護職員では生じな
い、家族だからこそ想う、感じる利用者と家
族の絆をみつめ、支える関係を続けてていた
だくよう配慮している。更なる家族の構築へ
と願い。

20 8

　地域の行事である、ほぜどん、赤水祭りや
集落の運動会に積極的に参加し、地域の方々
と、馴染みの場所で会う機会を逃さないよう
にしている。利用者にとって馴染みの方々と
の顔を会わせる良い機会となっている。

21

22

ホームを退居（契約解除）される場合、老人
福祉施設への入所か病院への長期入院とな
る。老人福祉施設の場合、本人に会いに訪問
したりし関係を続け、病院入院の場合は、看
護師やＭＳＷから病状などについて説明を受
けたりしている。退居後も、ホームに来られ
る御家族もいらっしゃる。

　職員は、利用者同士の関係を把握し、食堂
で落ち着いて食事がとれるよう席決めしてい
る。また、お茶の時間等に利用者様の音頭で
一緒に歌を唄い、一体感、共生感を持ってい
ただいている。支え合いとして、フラツキの
ある利用者が立ちあがった時等、他の利用者
が職員に声をかけ転倒しない様、危険回避に
協力していただける。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　日頃から職員より声かけし、意向や希望を
伺い、利用者の暮らしの中で気持ちが高揚さ
れるよう努めている。把握が困難な場合で
も、入居前に人生表にて生活歴や趣味、性格
等についてご家族や身内の方にお聞きし、そ
の時の思考、情動が生じる背景を少しでも理
解できるように努め、何を思い希望されてい
るか把握するようにしている。

日頃の利用者の表情や言動、またご家族から
の情報等を基にして、思いや意向をくみ取る
ように努めている。それらを「介護支援経過
記録」に記載して共有を図り、家族とも話し
合いしながら、利用者にとって、よりよいケ
アとなるようプランに反映させて支援してい
る。

23 9

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

介護計画は、利用者本人及び家族の意向や希
望を聞き取り、併せて主治医を始めとした関
係者からの情報を基にケア会議で意見交換し
て、利用者本位のきめ細かなものを作成して
いる。計画は各利用者の課題と改善目標等を
明確にし、ケアの実施内容や受診状況等も詳
しく記載されており、1カ月毎にモニタリング
も行って、利用者の状況に対応した介護計画
の見直しや変動時の修正等が適切に行われて
いる。

26

　利用者がどのような支援を望まれるのかお
聞きし、ご家族からも問題となっている点を
尋ね、ニーズについて絞れるようにし、担当
者会議にて利用者のできる事、できないこ
と、分かる事、分からないことの状態を職員
の見解が統一されるよう話し合い、必要な場
合は、御家族やＭＳＷまたは主治医に相談
し、その結果を具体的な支援内容とし、介護
計画に反映作成している。モニタリングを行
い、課題と対応について再確認・検討を行っ
ている。見直しが必要と考えられる時は、
サービス担当者会議で関係職員の意志疎通を
再度図り、介護計画書を調整する。

25

24

10

　入居前に生活歴・趣味等について、本人、
御家族等から情報を収集している。入院中の
場合は、病院まで行き直接話を伺い、その人
の生活歴等を把握するようにしている。ま
た、在宅の方は、訪問し生活環境をみさせて
いただきながら話を伺い、総合的にその方の
生活歴、暮らし等の把握に努めるようにして
いる。

　一人一人の、その人の暮らしの状況を継続
して把握するために、毎朝の引継と前日の昼
間帯の状況を、介護支援経過記録や前日の日
勤職員から情報を聞き、利用者の心身状態の
変化等を把握するよう努めている。職員の共
通理解の元、日々の生活の観察から、生かせ
る能力を鑑みた支援に努めている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えて
いる地域資源を把握し、本人が心
身の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

28

27

　日々の様子や介護状況については、個人の
介護支援経過記録に毎日記録している。ま
た、特記的な事柄は、申し送り帳に記入し、
それを他の職員が確認したらサインするよう
にし、情報の共有化が確実なものとなるよう
にしている。通院時の記録は、受診記録帳に
記し、各職員に医師の声や利用者の状態、治
療方法等について伝わるようにしている。実
践では、毎朝の引継ミーテイングの時に、状
況確認をしている。支援状況から介護計画の
見直し・検討を行い、実情に即したものとし
ている。

30

29

　ホームに入居される前は、同居または近く
に居住されていた御家族の支えで生活を送ら
れていた。この関係を断ち切ることなく継続
していただくよう連絡、声かけしている。御
家族または、地域の顔見知りの方との談笑
は、楽しみでもあり心身の安定と力の源にな
ると思われる。皆さんがホームに来やすい雰
囲気であるよう努めている。

11

　基本的には、本人、御家族の希望される病
院を利用していただいているが、遠距離の病
院を利用されている方には、本人、御家族に
納得していただき地域の協力病院に変更して
いただいている。また、他の病院受診が必要
な場合は、本人、御家族の了解を得て受診
し、適切な治療を受けている。緊急時は例外
である。健全な排泄、バイタル検査結果等、
日常的に看護師と相談、連携している。

利用者の入所前の既往歴や受診の状況は十分
に把握されており、本人や家族が希望する医
療機関での受診を支援している。通院は家族
もしくは職員が同伴しており、受診結果は利
用者毎に受診記録帳に記録され医師や家族と
の情報交換等も十分に行われている。

　御家族が病院への受診送迎ができない時
は、ホームが病院受診にお連れしている。歯
科医に関しては、往診に来ていただいてい
る。理容も２カ所から交互に来ていただいて
いる。買い物も希望や状況によって、一緒に
出かけている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。または、そうした場合
に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援
　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人や
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る
○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、すべての職員は応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行い、
実践力を身に付けている

31

　入居前、利用契約時に際し病状が重度化し
た場合の方針について、本人や御家族に説明
をし、ご希望なり意思表示を願っている。こ
こで、方針の共有と相互理解を図っている。
できるだけ長期にホームで生活していただけ
るようホームの方針も説明しながらも、協力
施設である介護老人福祉施設の紹介、説明を
行っている。

32

重度化や終末期のケアについては、利用開始
時に「重度化した場合における対応に係る指
針」によりホームの取り組みについて、十分
説明して理解を得ている。重度化した時点で
再度説明し、家族の希望や主治医及び職員の
意見等を参考に十分な話し合いを実施して、
ホームで可能な限りの支援を実施している。

　入院時は、利用者様が安心できるようほぼ
毎日病室を訪問している。訪問時、看護師、
師長や主治医から治癒、療養状況をお聞き
し、毎日の状況が掴めるようにしている。管
理者は、主治医と対象者の早期退院（方向
性）に向けた話をさせていただいている。ま
た、病院では病院職員との情報交換をし、Ｍ
ＳＷとは、当ホームの利用者が入院していな
い時でも、電話で連携をとっている。

34

　介護職員は、利用者様の体調変化や情動の
変化に気づいた時、ホーム長、看護師（正、
准）に状況を速やかに伝え、病院受診の必要
性があるか等相談し、苦痛の軽減や不安の解
消に努めている。状況によって、看護師から
病院への連絡と、ホーム長から家族への報告
を行い、迅速な病院への搬送へとつなげても
いる。

12

　年２回、定期的に避難訓練をし、その内１
回を夜間想定で行っている。避難訓練終了後
に消防署員の指導講話で、毎回内容を変えて
いただき誤嚥時の対応、応急手当や移動方法
等の講習をしていただいている。また、昨年
末の平成25年11月25日、12月19日、12月20日
と3回にわたり普通救急救命の講習を消防署
に依頼し、ほぼ全職員が受講し、心臓マッ
サージとＡＥＤの使用方法について学んだ。

33
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　年２回、昼と夜間想定での避難訓練を行
い。通報、避難、消火、指導講話（手当、移
動等）の項目で、消防署の指導を仰ぎながら
訓練している。特に、夜間想定では地元消防
団にも参加していただき避難訓練を行ってい
る。地域との協力体制を進めている。
また、災害時に対応すべく非常食・飲料水を
常備している。

消防署及び消防団との連携により年2回、火災
を想定した通報・避難・消火訓練を実施する
と共に、消防署職員による消火器・AED等の取
り扱い方法や異食行為の応急手当等の研修を
全員受講しており、防災に対する意識は非常
に高い。スプリンクラーや自動通報装置等の
設置とともに、災害に備えた食料や飲料水、
関連備品（卓上コンロ、懐中電灯等）も整備
されている。

1335
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるよう支援している

39

38

　一人ひとりのペースを大切にするのが、グ
ループホームとしての特長である。施設の都
合を押し付けることはなく、施設行事では、
利用者様の健康状態からも判断するが、参加
を希望しない方を無理に参加させることはし
ない。食事をされるペースもまちまちであ
る。

　洋服が欲しいと言われる方には、一緒にお
店に買い物に行き、入居者同士で相談された
りして、買い物とファッションを楽しまれて
いる。また、理容師が来所した時に散髪を希
望される方の中では、髪の長さの希望も言わ
れる方もいらっしゃる。最近、職員がマニュ
キアをお付けし喜ばれていた。

14

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

　日常の朝の”おはようございます”や、夜
の”おやすみなさい”等、手伝っていただい
たり、話を受け入れていただいたりした時
に”ありがとうございます”と、言葉かけを
常に行っている。人生の先人であり、その方
の誇りや、プライドを傷つけないよう対応し
ている。尊重する為には、病状を理解するこ
とが必要であると考える。

利用者各人の人格の尊重とプライバシーの確
保については、尊厳やプライドを損ねるよう
な言葉かけや対応を行わないように日常のケ
アの中やユニット会議等で振り返りや研修を
頻繁に行い、十分認識してケアに取り組んで
いる。入浴やトイレ誘導時の声掛けやケアの
方法、個人記録の管理、居室の保護等にも細
かな配慮がなされている。

37

　日々、起床時や外出時に服を決定していた
だいたり、入浴の判断をしていただいたり自
己決定の場を考えている。ただし、清潔の保
持、健康上から自己決定から反する場合もあ
る。ほとんどの利用者は、思いや希望を職員
に話されているが、疎通の難しい方は、１対
１でゆっくりと話を伺っている。

36
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　気持ちよい排泄に向けて、昼夜、個人の排
泄パターンから、声かけや手引き誘導等の支
援をし、トイレで排泄されるよう支援してい
る。下肢筋力の低下やフラツキの有る方は、
車椅子を利用されているので、移乗等介護さ
せていただき極力トイレで排泄していただく
ようにしている。排泄の時間記録をとってい
る。

利用者の個々の習慣や身体機能に応じた排泄
支援になるように排泄のパターンを把握し、
不安や羞恥心にも十分配慮しながら可能な限
りトイレで排泄できるように支援している。
重度の利用者には、夜間のみポータブルトイ
レを使用する等、適切な支援になるように十
分に話し合いや、工夫を重ねて対応してお
り、これらはケアプランにも組み込んで支援
に努めている。

利用者の嗜好、食事形態、疾病や服用中の薬
との影響等を十分に把握して、差し入れの野
菜等も活用しながら、栄養バランスに配慮し
た食事づくりに努めている。旬の食材利用や
家族との会食、行事食、園庭でのお茶飲み、
ドライブ時の外食や弁当など、食事が楽しめ
るように工夫している。菜園での野菜収穫や
食材の下ごしらえ、下膳、テーブルの整頓等
は利用者も一緒に楽しみながら行っている。

41

42

　利用者様の個人の状態に合わせ、声かけ見
守り、歯磨き介助、義歯のブラッシング、う
がいの支援をしている。夜間は、義歯をお預
かりして消毒している。また、治療が必要な
ときには、協力歯科医院に連絡をして、往診
をしていただいている。

　血糖値の高い方のご飯量、副食の量に注意
し出させていただいている。誤嚥をされる
方、上手く反芻することができない方には、
ミキサー食やトロミをつけたもの、刻んだも
のを摂取願っている。水分に関しては、摂取
量を確認し、少ない方には声かけし牛乳又は
他のものを飲んでいただいている。状況で、
ポカリスエットやジュースにする時もある。
食欲の無い方にはOS1等も飲んでいただきな
がら対応し、魚を好まない方には、本人の好
きなもの又は、栄養も考えて他のものを召し
上がっていただいている。

1540

43 16

　食材の準備、つわむき、モヤシのひげとり
等していただいている。食材も食べられない
ものはなるべく避けて、時に食べたいものを
お聞きし、メニューとして出している。魚を
好まない方に対しては、好きなもの又は、栄
養の事も考え違うものを召し上がっていただ
いている。食後の片づけも、できる範囲で
マット拭きや食器の片付け、テーブル拭き等
していただいている。季節毎の食材を利用し
たり、行事食でも楽しんでいただいている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

　週２回程度の入浴を考え、週４日風呂の準
備をしている。本人の意思を尊重しながらで
はあるが、心身の状態を考慮して入浴の判断
をしている。入浴の時間も、その方の望まれ
る時間、入っていただくようにしている。見
守り支援し、安全を図っている。

基本的には週２回の入浴であるが、失禁等に
は随時シャワー浴や清拭を行う等、衛生面に
配慮して柔軟に対応しており、可能な限り個
人の好みを汲みとり入浴を楽しんで頂いてい
る。入浴を拒否される場合には、言葉かけ、
時間帯、順番、スタッフ等を変更するなど、
スムーズに入浴できる環境づくりの工夫を行
い無理強いすることなく入浴してもらってい
る。入浴後の浴室は消毒薬オキシブルで拭き
清めるなど衛生面にも細かに配慮されてい
る。

　話をお聞きしたり、お茶を飲んでいただい
たりして落ち着いていただき、就寝していた
だいている。その時の個々の状居により、就
寝される時間は強制していない。ただ、居間
で居眠り状態の時には、声かけし、自室へ誘
導させていただいている。また、不眠等の状
況によっては医師に相談し、安眠の支援をさ
せていただいている。

46

　利用者の病気、認知症・不眠・情緒不安
定・高血圧等に対する薬を理解し、症状の変
化に注意している。特に処方箋に変更がある
場合、バイタルの変化や情動的な面でも注意
し、極端な変化、悪化と認められた場合に
は、病院と連携し早急な対応していただいて
いる。薬の情報は、ファイリングして職員が
閲覧できるようにしてある。受診記録帳は必
読である。

47

1745

44

　朝食時に冷たい牛乳を飲んでいただいてい
る。乳製品や食物繊維の多い芋類等摂取して
いただいたり、運動のできる方は、廊下での
歩行をしていただいたり、食前に誤嚥予防が
メインであるが、少しの運動を加えて体操を
していただいている。加えて、水分摂取量に
注意して、服薬時にも水を多く摂っていただ
いている。それでも排泄の無い方は、主治医
に相談して、対応をしている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
暦や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
に支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられる
ように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援している

48

49

　日常生活の中で、役割・仕事を持っていた
だき、利用者様の存在を感じていただくよう
支援している。洗濯物たたみ、キッチンマッ
ト拭き等の日常の動きの中だけでなく、歌や
踊り、あるいはカレンダーの色塗りなど趣味
を楽しまれるように、生活の中でアクセント
をつけ気分転換を図っていただいている。特
別なことではなく、日常の他の利用者様と楽
しく談笑されることも有要と考える。

50

18

　御家族が訪問されることが多く、手紙を書
いて出される方はいない。また、電話も希望
される方がいたら電話をおかけしたり、家族
からかかってきた時にも出られたりされてい
る。

　天候によるが、棟外に出てホーム前のベン
チに座り日向ぼっこをする。一人で用事を想
い出すように外出される方には、一緒に危険
がないように付き添って、散歩しホームに
戻っている。また、買い物を支援し、外出を
楽しまれてもいる。また、年末年始や法事等
で、御家族と外出や外泊をされている。

利用者の健康状態や天候等を考慮しながら近
隣の散歩や買い物、ドライブ、園庭での日光
浴、隣のユニットの利用者との交流等を日常
的に楽しんで頂いている。また利用者の希望
も確認しながら、地域の行事（運動会、ほぜ
祭り等）にも出かけて交流するなど、外出が
楽しみなものになるように工夫している。冠
婚葬祭への参加や墓参帰宅等の外出は主に家
族が同行している。

　外出した時に、個人の能力にもよるが、買
い物でお金を使い社会参加をしていただいて
いる。お金を持つことで安心される方には、
高額にならないよう御家族に説明し、少額を
持っていただくようにしている。平成26年初
詣では、お金を出しおみくじを引かれた。

51
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 評価確定日　平成２７年４月８日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱を招くような刺激（音、光、
色、広さ、湿度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　共用の場である居間には、季節毎の飾り付
けをしたり、押し花の絵を時季に合わせ飾っ
ている。また、ソファーを居間に置き、リ
ラックスしてテレビをみたり利用者同士で談
笑したりする場となっている。食事中は職員
が話しかけたりしながら、ゆっくり食事を楽
しむように心がけ、誤嚥にも注意し食べてい
ただいている。

廊下やホールは広く明るくよく整頓され、ソ
ファやベンチ、畳等が配置されて好みの場所
で静かに気持ち良く寛げる環境である。壁に
は利用者と職員が共同で作成した季節感のあ
る折り紙等の作品や行事の際の写真、花等が
随所に飾られて和やかな雰囲気である。室温
や湿度等にも細かく配慮がなされ、消毒薬オ
キシブルによりテーブルやいす、床、手すり
等拭き清められており、また、利用者にとっ
て不快に感じる音や匂いもなく居心地の良い
環境になっている。

53

　御主人や御家族、孫やひ孫の写真を御家族
が持ってきて部屋に飾ったり、使い慣れた家
具や小物を持ってきていただいて居室に置
き、気分が落ち着くよう配慮している。ま
た、御本人が作られた物も飾られている。

居室はフローリング仕様であるが、利用者の
身体状況や好みにより畳を敷くなど工夫がな
されている。各居室にベッド、エアコン、鏡
付洗面台が備えてあるが、本人やご家族の希
望に沿って家族写真や使い慣れた小タンス、
食器、小物、花、人形、身の回り品等を自由
に持ち込んで頂き、好みの配置にして家庭と
同様に落ち着いて過ごせるような空間づくり
を支援している。

54

　居室内、廊下、トイレや浴槽入り口は、バ
リヤフリーで車椅子の方にも移動による障害
は少なく、できることが広がっている。自力
歩行の方には、歩行補助として、廊下、食堂
周り、トイレや浴室に手すりを設置し、フラ
ツキや転倒防止につながり安全面のフォロー
となっている。また、各居室に洗面台を設置
し、独立性を高めている。

55

20

　居間では、ソファーを配置し、独りでテレ
ビをみたり新聞や雑誌をみられたり、気の
あった利用者同士で座り会話を楽しまれたり
もしている。食堂では、基本はその方の能力
から席を決めるが、楽しく食事ができるよう
利用者同士の相性を考え、席を決定してい
る。

1952
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（そらのいえ） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

　 3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

59
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○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

○ 1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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ユニット名：　うみのいえ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

　地域への顔出し、お付き合いとして
地元のお祭り（赤水祭り、ほぜどん）
や集落運動会に招待いただき、参加さ
せていただいている。婦人会からはク
リスマスプレゼントとして雑巾をいた
だいたりしている。また日常的には、
近くの理容店に来ていただいたり、地
域（栗野）の店で買い物をしたりして
いる。

　利用者各人の尊厳とＱＯＬを保ち、
ありのままの姿を理解し、受入れる様
に常に心がける。更に地域密着型とし
て、地域に溶け込み、地域に役立ち、
地域社会から愛され信頼されるグルー
プホームを創るという理念を持ち、毎
朝の引継時に理念を復唱し日々再認識
をしている。更に、職員全員が理解で
きるよう会議で具体的な事柄で話し合
い職員同士が共有認識し、それらを基
としたホームでの生活に努めている。

　地域の皆さんに利用者様と会ってい
ただくのが、最も早く認知症の理解へ
とつながるのではと考え、積極的に集
落の行事への参加をし地域の方々と話
ができるようにな機会を持てるよう努
め、グループホームや認知症について
の理解を深めさせていただいている。
地域の方々がホームに来られ、入居以
外に福祉・介護保険関係について相談
もされている。

34

　　運営推進会議では、利用者様状況
と行事の報告と予定について説明し、
意見をいただき、会議の内容について
は翌朝の引継時や、ユニット会議で報
告し前向きに取り組み、利用者様の支
援、健康管理、グループホーム運営の
向上に努めている。

1

3

2

1

2

Ⅰ．理念に基づく運営
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

5

　市（本所）の担当者とは、電話で連
絡をとり確認事項や市からの連絡事
項、不明な点等について連携をとらせ
ていただいている。更に、講話もお願
いしている。また、支所（坊津）で
は、介護認定更新、健康保険の更新等
の際の窓口であり、情報交換もさせて
いただいている。運営推進会議に、支
所職員も参加されているのでグループ
ホームの活動も理解していただいてい
ると思っている。

56

　ユニット会議の中で、高齢者虐待防
止・教育システムを利用し、身体拘束
についての理解も含め禁止行為等を確
認して、拘束しないケアを行ってい
る。日中、玄関の施錠をすることはな
い。ただし、安全確保の面から必要な
ときに、玄関の感熱センサーのスイッ
チを入れることがある。

8

　現在、成年後見制度を利用されてい
る利用者はいないが、権利擁護、成年
後見制度についてユニット会議の中で
勉強会を行っている。

4

7

　　ユニット会議で虐待防止について
話し、関連法に関しても資料を基に学
んでいる。更にインターネットで事例
を抽出して、具体的な例から職員個々
の言動や行動について自らが振り返り
見直して、虐待防止に努めている。柱
となる理念の遂行へとつなげている。

2 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

11

9

10 6

　代表は、管理者から職員の勤務状況
について報告を受けたり、直接職員か
ら話を聞いたりしている。業務だけで
なく、職員の心配事にも耳を傾け、働
く意欲の妨げとなる問題にも対処して
いる。また、職員が資格を取るために
必要な講習会や希望する研修会に参加
できるよう勤務調整等を積極的に行っ
ている。結果資格手当にもつながる。

　利用者様については日常要望等を言
われるので、それらをお聞きし、検討
をして緊急性のあるものは即時対応し
ている。表現の難しい方については、
包括的に推察又は勘案し対応させてい
ただいている。また、御家族において
は、利用料支払いの来所時や施設行事
の参加の折に御意見・ご希望をお聞き
し、内容によっては御家族からの意見
として、運営推進会議にあげ、検討願
い結果を運営に反映させている。

7

　管理者、マネージャーはユニット会
議でも、職員からの話が聞けるよう
「検討・その他」の項目を設け、意見
や提案を聞く場としている。この会議
には職員全員が集まるので、多数の意
見が聞け、職員間でもそれらを反芻す
ることができ、管理者、マネージャー
と職員の総体的な方向性の確認にもな
り、グループホーム運営に反映させて
いる。代表者には、管理者が職員の意
見も含め報告をしている。

　利用契約は、入居前の相談時に説明
をし、疑問点や不明な点がないかお聞
きし、不安がないよう納得していただ
いて契約締結へと進めている。説明
は、分かりやすいよう話をさせていた
だいている。重要事項説明書に記載の
無い新たな加算等については、文章説
明と同意書を発送し同意書（介護給付
費の改訂は除く）を得て改訂を行って
いる。

12
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14

　開設時から他のグループホームとの
交流がなされてきたが、その後、他施
設交流として、小規模多機能ホームや
デイサービスと交流を行ってきた。ま
た、管理者間のネットワークから、南
さつま市外の南九州市や枕崎市との交
流を行い。今まで交流の無い、施設と
連携を広げ、職員の質の向上へとつな
げている。

13

　グループホームさつま坊津職員研修
計画があり、新任者に対する同行の研
修、既従事者の積極的な研修参加を進
め、他施設研修も検討している。ま
た、職員個々の経験に合わせ外部研修
への参加を促し、グループホーム連絡
協議会、地区研修会に管理者、計画作
成担当者等も参加している。組織とし
て、積極的な研修の参加を勧めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

16

　サービスを利用する前から、対象者
の問題行動による生活への影響や御家
族の苦労や心配事をお聞きして問題の
共有、共鳴に努め、信頼関係づくりの
構築を図っている。

17

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

　サービスの利用を開始される前に、
早いタイミングで御本人や御家族にお
会いし、不安に思っていること困って
いる事等、支援が必要とされる事につ
いて聞き取りをさせていただいてい
る。更に情動等の面も合わせてみさせ
ていただきながら、本来の性格・病気
の症状をできるだけ理解するように努
め、良い関係を構築するようにしてい
る。この時、一人ではなく、二人から
三人の職員で面談をさせていただいて
いる。利用者の理解は、安心へとつな
がるものと考える。

　「その時」、必要と考えられる専門
科病院受診をされていない方には、受
診を勧めたり、今まで医療での通所を
されていた方には、必要であれば継続
利用の話をしたりしている。病院とも
連携をとり、見解が異ならないように
疎通を図り、必要な支援の見極めに努
め、本人、御家族が安心し納得できる
よう対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

18

　利用者の心の向き（態度）を察知
し、それに沿った援助を行う。生きる
場として、楽しい共同生活が送れるよ
う、蕎麦打ち、餅つきや利用者が覚え
ている昔の行事、季節折々の行事、又
は話しで主役になっていただき、身に
刻み込まれた能力を発揮していただき
ながら、一緒に喜んだり、悲しんだり
して過去に思いを馳せ回想しながら共
に生活をしていただいている。施設の
お仕着せとならないように。

20 8

　地域の行事である、坊ほぜどん、豊
年祭、赤水祭りや集落の運動会に積極
的に参加し、地域の方々と馴染みの場
所で会う機会を逃さないようにしてい
る。利用者にとって、馴染みの方々と
の顔を会わせる良い機会となってい
る。

19

　御家族には、各行事や誕生会等に参
加していただくよう御案内し、極力一
緒に過ごされるよう時を設け、御本人
の病気の症状、ホームでの生活をみて
いただき状況を理解していただくよう
にしている。姥捨て山としない家族の
参加を願い、施設は努めている。施設
職員では生じ得ない家族だからこそ想
う、感じる対象者との絆をみつめ、支
える関係を続けていただくよう配慮し
ている。更なる家族の構築へと願い。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

22

ホームを退居（契約解除）される場
合、老人福祉施設への入所か病院への
長期入院となる。老人福祉施設の場
合、本人に会いに訪問したりし関係を
続け、病院入院の場合は、看護師やＭ
ＳＷから病状などについて説明を受け
たりしている。退居後も、ホームに来
られる御家族もいらっしゃる。

21

　職員は、利用者同士の関係を把握
し、食堂で落ち着いて食事がとれるよ
う席決めしている。また、お茶の時間
等に利用者様の音頭で一緒に歌を唄
い、一体感、共生感を持っていただい
ている。支え合いとして、フラツキの
ある利用者が立ちあがった時等、他の
利用者が職員に声をかけ転倒しない
様、危険回避に協力していただける。

7 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

　日頃から職員より声かけし、意向や
希望を伺い、利用者の暮らしの中で気
持ちが高揚されるよう努めている。把
握が困難な場合でも、入居前に人生表
にて生活歴や趣味、性格等についてご
家族や身内の方にお聞きし、その時の
思考、情動が生じる背景を少しでも理
解できるように努め、何を思い希望さ
れているか把握するようにしている。

9

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

　一人一人の、その人の暮らしの状況
を継続して把握するために、毎朝の引
継と前日の昼間帯の状況を、介護支援
経過記録や前日の日勤職員から情報を
聞き、利用者の心身状態の変化等を把
握するよう努めている。職員の共通理
解の元、日々の生活の観察から、生か
せる能力を鑑みた支援に努めている。

24

　入居前に生活歴・趣味等について、
本人、御家族等から情報を収集してい
る。入院中の場合は、病院まで行き直
接話を伺い、その人の生活歴等を把握
するようにしている。また、在宅の方
は、訪問し生活環境をみさせていただ
きながら話を伺い、総合的にその方の
生活歴、暮らし等の把握に努めるよう
にしている。

25

8 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

27

28

　御家族が病院への受診送迎ができな
い時は、ホームが病院受診にお連れし
ている。歯科医に関しては、往診に来
ていただいている。理容も２カ所から
交互に来ていただいている。買い物も
希望や状況によって、一緒に出かけて
いる。

1026

　利用者がどのような支援を望まれる
のかお聞きし、ご家族からも問題と
なっている点を尋ね、ニーズについて
絞れるようにし、担当者会議にて利用
者のできる事、できないこと、分かる
事、分からないことの状態を職員の見
解が統一されるよう話し合い、必要な
場合は、御家族やＭＳＷまたは主治医
に相談し、その結果を具体的な支援内
容とし、介護計画に反映作成してい
る。モニタリングを行い、課題と対応
について再確認・検討を行っている。
見直しが必要と考えられる時は、サー
ビス担当者会議で関係職員の意志疎通
を再度図り、介護計画書を調整する。

　日々の様子や介護状況については、
個人の介護支援経過記録に毎日記録し
ている。また、特記的な事柄は、申し
送り帳に記入し、それを他の職員が確
認したらサインするようにし、情報の
共有化が確実なものとなるようにして
いる。通院時の記録は、受診記録帳に
記し、各職員に医師の声や利用者の状
態、治療方法等について伝わるように
している。実践では、毎朝の引継ミー
テイングの時に、状況確認をしてい
る。支援状況から介護計画の見直し・
検討を行い、実情に即したものとして
いる。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

　入院時は、利用者様が安心できるよ
うほぼ毎日病室を訪問している。訪問
時、看護師、師長や主治医から治癒、
療養状況をお聞きし、毎日の状況が掴
めるようにしている。管理者は、主治
医と対象者の早期退院（方向性）に向
けた話をさせていただいている。ま
た、病院では病院職員との情報交換を
し、ＭＳＷとは、当ホームの利用者が
入院していない時でも、電話で連携を
とっている。

29

　ホームに入居される前は、同居また
は近くに居住されていた御家族の支え
で生活を送られていた。この関係を断
ち切ることなく継続していただくよう
連絡、声かけしている。御家族また
は、地域の顔見知りの方との談笑は、
楽しみでもあり心身の安定と力の源に
なると思われる。皆さんがホームに来
やすい雰囲気であるよう努めている。

31

32

　介護職員は、利用者様の体調変化や
情動の変化に気づいた時、ホーム長、
看護師（正、准）に状況を速やかに伝
え、病院受診の必要性があるか等相談
し、苦痛の軽減や不安の解消に努めて
いる。状況によって、看護師から病院
への連絡と、ホーム長から家族への報
告を行い、迅速な病院への搬送へとつ
なげてもいる。

30 11

　基本的には、本人、御家族の希望さ
れる病院を利用していただいている
が、遠距離の病院を利用されている方
には、本人、御家族に納得していただ
き地域の協力病院に変更していただい
ている。また、他の病院受診が必要な
場合は、本人、御家族の了解を得て受
診し、適切な治療を受けている。緊急
時は例外である。健全な排泄、バイタ
ル検査結果等、日常的に看護師と相
談、連携している。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

　入居前、利用契約時に際し病状が重
度化した場合の方針について、本人や
御家族に説明をし、ご希望なり意思表
示を願っている。ここで、方針の共有
と相互理解を図っている。できるだけ
長期にホームで生活していただけるよ
うホームの方針も説明しながらも、協
力施設である介護老人福祉施設の紹
介、説明を行っている。

　年２回、定期的に避難訓練をし、そ
の内１回を夜間想定で行っている。避
難訓練終了後に消防署員の指導講話
で、毎回内容を変えていただき誤嚥時
の対応、応急手当や移動方法等の講習
をしていただいている。また、昨年末
の平成25年11月25日、12月19日、12月
20日と3回にわたり普通救急救命の講習
を消防署に依頼し、ほぼ全職員が受講
し、心臓マッサージとＡＥＤの使用方
法について学んだ。

34

33 12

35 13

　年２回、昼と夜間想定での避難訓練
を行い。通報、避難、消火、指導講話
（手当、移動等）の項目で、消防署の
指導を仰ぎながら訓練している。特
に、夜間想定では地元消防団にも参加
していただき避難訓練を行っている。
地域との協力体制を進めている。
また、災害時に対応すべく非常食・飲
料水を常備している。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

14

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

　日常の朝の”おはようございます”
や、夜の”おやすみなさい”等、手
伝っていただいたり、話を受け入れて
いただいたりした時に”ありがとうご
ざいます”と、言葉かけを常に行って
いる。人生の先人であり、その方の誇
りや、プライドを傷つけないよう対応
している。尊重する為には、病状を理
解することが必要であると考える。

38

　一人ひとりのペースを大切にするの
が、グループホームとしての特長であ
る。施設の都合を押し付けることはな
く、施設行事では、利用者様の健康状
態からも判断するが、参加を希望しな
い方を無理に参加させることはしな
い。食事をされるペースも個人個人ま
ちまちである。

39

36

　日々、起床時や外出時に服を決定し
ていただいたり、入浴の判断をしてい
ただいたり自己決定の場を考えてい
る。ただし、清潔の保持、健康上から
自己決定から反する場合もある。ほと
んどの利用者は、思いや希望を職員に
話されているが、疎通の難しい方は、
１対１でゆっくりと話を伺っている。

37

　洋服が欲しいと言われる方には、一
緒にお店に買い物に行き、入居者同士
で相談されたりして、買い物とファッ
ションを楽しまれている。また、理容
師が来所した時に散髪を希望される方
の中では、髪の長さの希望も言われる
方もいらっしゃる。最近、職員がマ
ニュキアをお付けし喜ばれていた。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

43

1540

　食材の準備、つわむき、モヤシのひ
げとり等していただいている。食材も
食べられないものはなるべく避けて、
時に食べたいものをお聞きし、メ
ニューとして出している。食後の片づ
けも、できる範囲でマット拭きや食器
の片付け、テーブル拭き等していただ
いている。季節毎の食材を利用した
り、行事食でも楽しんでいただいてい
る。

16

41

　血糖値の高い方のご飯量、副食の量
に注意し出させていただいている。誤
嚥をされる方、上手く反芻することが
できない方には、刻み食で摂取願って
いる。水分に関しては、摂取量を確認
し、少ない方には声かけし飲んでいた
だいている。午前１０時に、温めた牛
乳を飲んでいただいている。状況で、
ポカリスエットやジュースにする時も
ある。

42

　利用者様の個人の状態に合わせ、声
かけ見守り、歯磨き介助、義歯のブ
ラッシング、うがいの支援をしてい
る。夜間は、義歯をお預かりして消毒
している。また、治療が必要なときに
は、協力歯科医院に連絡をして、往診
をしていただいている。

　気持ちよい排泄に向けて、昼夜、個
人の排泄パターンから、声かけや手引
き誘導等の支援をし、トイレで排泄さ
れるよう支援している。下肢筋力の低
下やフラツキの有る方は、車椅子を利
用されているので、移乗等介護させて
いただき極力トイレで排泄していただ
くようにしている。排泄の時間記録を
とっている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

　週２回程度の入浴を考え、週４日風
呂の準備をしている。本人の意思を尊
重しながらではあるが、心身の状態を
考慮して入浴の判断をしている。入浴
の時間も、その方の望まれる時間、
入っていただくようにしている。見守
り支援し、安全を図っている。

46

　話をお聞きしたり、お茶を飲んでい
ただいたりして落ち着いていただき、
就寝していただいている。その時の
個々の状居により、就寝される時間は
強制していない。ただ、居間で居眠り
状態の時には、声かけし、自室へ誘導
させていただいている。また、不眠等
の状況によっては医師に相談し、安眠
の支援をさせていただいている。

47

　利用者の病気、認知症・不眠・情緒
不安定・高血圧等に対する薬を理解
し、症状の変化に注意している。特に
処方箋に変更がある場合、バイタルの
変化や情動的な面でも注意し、極端な
変化、悪化と認められた場合には、病
院と連携し早急な対応していただいて
いる。薬の情報は、ファイリングして
職員が閲覧できるようにしてある。受
診記録帳は必読である。

44

1745

　午前１０時には、温めた牛乳を飲ん
でいただいている。乳製品や食物繊維
の多い芋類等摂取していただいたり、
運動のできる方は、廊下での歩行をし
ていただいたり、食前に誤嚥予防がメ
インであるが、少しの運動を加えて体
操をしていただいている。加えて、水
分摂取量に注意して、服薬時にも水を
多く摂っていただいている。それでも
排泄の無い方は、主治医に相談して、
対応をしている。
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

49

48

　日常生活の中で、役割・仕事を持っ
ていただき、利用者様の存在を感じて
いただくよう支援している。洗濯物た
たみ、キッチンマット拭き等の日常の
動きの中だけでなく、歌や踊り、ある
いはカレンダーの色塗りなど趣味を楽
しまれるように、生活の中でアクセン
トをつけ気分転換を図っていただいて
いる。特別なことではなく、日常の他
の利用者様と楽しく談笑されることも
有要と考える。行事が近づくと、手伝
いをしていただいている。

18

50

　御家族が訪問されることが多く、手
紙を書く必要性を感じられないのか、
習慣的に書かれる事がなかったのか手
紙を出される方はいらっしゃらない。
また、電話は、家族からかかってきた
時に出られるが、かけることを希望さ
れる方はいない。

　外出した時に、個人の能力にもよる
が、買い物でお金を使い社会参加をし
ていただいている。お金を持つことで
安心される方には、高額にならないよ
う御家族に説明し、少額を持っていた
だくようにしている。平成26年初詣で
は、お金を出しおみくじを引かれた。

　天候によるが、棟外に出てホーム前
のベンチに座り日向ぼっこをする。一
人で用事を想い出すように外出される
方には、一緒に危険がないように付き
添って、散歩しホームに戻っている。
また、買い物を支援し、外出を楽しま
れてもいる。また、年末年始や法事等
で、御家族と外出や外泊をされてい
る。

51
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

　居室内、廊下、トイレや浴槽入り口
は、バリヤフリーで車椅子の方にも移
動による障害は少なく、できることが
広がっている。自力歩行の方には、歩
行補助として、廊下、食堂周り、トイ
レや浴室に手すりを設置し、フラツキ
や転倒防止につながり安全面のフォ
ローとなっている。また、各居室に洗
面台を設置し、独立性を高めている。

55

20

　御主人や御家族、孫やひ孫の写真を
御家族が持ってきて部屋に飾ったり、
使い慣れた家具や小物を持ってきてい
ただいて居室に置き、気分が落ち着く
よう配慮している。また、御本人が作
られた物も飾られている。

　共用の場である居間には、季節毎の
飾り付けをしたり、押し花の絵を時季
に合わせ飾っている。また、ソファー
を居間に置き、リラックスしてテレビ
をみたり利用者同士で談笑したりする
場となっている。食事中は職員が話し
かけたりしながら、ゆっくり食事を楽
しむように心がけ、誤嚥にも注意し食
べていただいている。

54

19

53

　居間では、ソファーを配置し、独り
でテレビをみたり新聞や雑誌をみられ
たり、気のあった利用者同士で座り会
話を楽しまれたりもしている。食堂で
は、基本はその方の能力から席を決め
るが、楽しく食事ができるよう利用者
同士の相性を考え、席を決定してい
る。

52
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

　 3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58

59

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

○ 1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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鹿児島県　グループホームさつま坊津（うみのいえ） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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